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生体は、体液が存在する生体環境で炭酸アパタイトを

無機組成とする骨を形成している。一方、炭酸アパタイト
は、一般的なセラミックス製造法である焼結操作によっ
て熱分解されるため、骨組成とは異なる水酸アパタイト
焼結体が 1970 年代から人工骨として臨床応用されてき
た。水酸アパタイト焼結体は骨形成能を示す画期的な人
工骨であったが、自家骨と比較すると限定的であり、新し
い骨に置換されることもない。そのため、口腔インプラン
ト治療を前提とした骨再建術への適用は禁忌とされ、骨
再建術の第一選択は健全部位からの骨採取が必須である
自家骨移植が第一選択であった。筆者は、進化に学び、無
脊椎動物の骨格組成である炭酸カルシウムブロックを前駆体とし、水溶液中における溶解
析出法で炭酸アパタイトブロックが製造できること、炭酸アパタイトブロックは骨リモデ
リングに調和して新しい骨に置換されること、他の骨補填材に比較して圧倒的に高い骨形
成能を示すこと（図１）を見出した。さらに多施設治験を実施し、世界で初めての骨組成骨
補填材の薬事承認を得た。また、炭酸アパタイト骨補填材は、我が国で初めてインプラント
を前提とした骨再建、荷重部への骨再建が承認された骨補填材でもある。 
 また、人工骨補填材の骨に対する優位性が自在構造
制御であることに着目し、炭酸アパタイトにハニカム
構造を付与した。炭酸アパタイトハニカム人工骨を用
いると、自家骨でも治療が困難な垂直的骨造成が極め
て容易に施術できることを明らかにした（図２）。 
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図１ ﾋﾞｰｸﾞﾙ犬顎骨欠損ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ
ﾓﾃﾞﾙによる人工骨の使用模擬実
験。（埋入４週後のﾋﾞﾗﾇｴﾊﾞｺﾞﾙﾄﾞﾅ
ｰ染色、緑が成熟骨） 

図２ ウサギ頭蓋骨における垂直的
骨造成。（埋入４週後の HE 染色、赤
が成熟骨） 


